
電力OBから見た提言への期待

ー治水・利水WIN-WINの関係を築くためにー

令和４年４月１１日

㈱ ニュージェック
代表取締役社長 吉津 洋一



＜明治＞ ＜大正＞ ＜昭和＞ ＜平成＞

【黒部川水系】
1927 1963

黒四柳ヶ原

【神通川水系】
1925

蟹寺

【庄川水系】
1926

平瀬

【木曽川水系】

【近畿管内】

蹴上

1911

八百津

1891

1951

関西電力設立

（明治24年）

＜令和＞

下小鳥

三浦

1945

1973

御母衣
（電発）

1961

【揚水発電所】

1980 2018吉津在籍期間

音沢

大河内

大迫 大滝

サンロケ ナムニアップ１

ラジャマンダラ

黒薙第二

出し平

美濃川合

万波

境川 荒谷

加須良引水

新柳河原

宇奈月

大桑野尻

新船津

新高津尾

【国際事業】

関西電力における水力電源開発の歴史

運転中 151 箇所 823万㎾
工事中 5 箇所 1.5 万㎾
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減電を伴う「利水ダムによる治水協力」には、正直なところ、
漠然としたこだわりがある
 入社当時、先輩社員から「水の一滴は血の一滴」と教えられた
 先人が遺してくれた大切な発電施設を発電以外に使用すること
 「2050年カーボンニュートラル」実現のためには、さらなる水力
発電の増強が必要であること

一方で、激甚化しつつある豪雨災害を目の当たりにして、
既存インフラを最大限有効活用する「インフラ経営」の視点
も必要

治水安全度の向上（治水WIN）と水力発電の増強（利水
WIN）の両方の実現を目指す「JAPIC提言」に期待！

JAPIC提言に対する受け止め
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小牧ダム（庄川）関西電力提供

発電ダムは一般的にクレストゲートで洪水放流をしている
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笠置ダム（木曽川）

関西電力提供

洪水量の増大とともに、流入量＝放流量となるように
徐々にゲートを開けていき、5



角川ダム（神通川）

関西電力提供

やがて一定量以上の洪水量でフリーフロー（全開）になる
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提言（ダムの高度運用）の具体的展開に向けて（１）

 河川法により、利水者は、治水上支障となることがないように、
「河川の従前の機能を維持すること」が義務付けられているため、
洪水時のゲート操作は「流入量＝放流量」が基本となる

 そもそも貯水容量の小さなダムのクレストゲートは、一定量以上の
洪水で全開しているため、洪水調節（ピークカット）はできない

 治水協力を実施する利水ダムは治水効果の高いダムに限定すべき
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提言（ダムの高度運用）の具体的展開に向けて（２）

 流域の治水安全度は、ダムや堤防などのすべての河川管理施設
や地域防災組織等と連携して確保されるものであり、個別ダム
単独の治水操作では十分な治水効果は発揮できない

 利水ダムの事前放流により一定量の治水容量を確保した後は、
河川管理者の責任で、最も治水効果が高くなる洪水調節運転を
実施すべきではないか
（参考；丸山ダムの事例）

8



提言（ダムの高度運用）の具体的展開に向けて（３）

 カーボンニュートラルに加え、ウクライナ・ショックにより世界の
エネルギー情勢は大きく変化

 JAPIC提言の「治水ダムの高度運用」による水力発電の増強はまさ
に時機を得たものであり、水力発電未利用ダムの開発等を含め、
国策として推進すべきではないか

 十分精度の高い降雨予測の裏付けがあったとしても、災害リスクに
直面すると「発電より命が大事」という感情バイアスが働く

 「治水ダムによる水力発電の増強」を実現するためには、地域社会
の理解が必須であり、「水防災・脱炭素意識社会」の構築に向けて、
治水者、利水者、および地域社会の信頼関係の醸成が期待される
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●位置図 ●貯水容量配分図

●ダム正面図

 丸山ダムはS31年に完成した当時は洪水調節、発電を目的とした兼用工作物であり、
ダム管理は発電（関西電力）が、洪水調節は河川管理者（国土交通省）が行っていた。

 現在は特定多目的ダムとして新丸山ダム建設事業（ダムの嵩上）が行われている。

丸山ダム（兼用工作物）における治水操作の事例（１）

●設備レイアウト
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●ダム操作の移行時期

 洪水量（2,500m3/s）以上、または、常時満水位（EL.179.80m）以上： 国交省がゲート操作
 洪水量（2,500m3/s）未満、かつ、 常時満水位（EL.179.80m）以下： 関西電力がゲート操作
 操作切り替え時には、国交省の職員が関西電力のダム管理所に出向き、国交省が鍵でスイッチ切替え

〔洪水時〕

丸山ダム（兼用工作物）における治水操作の事例（２）
11

（関西電力） （国交省）●ダム操作卓
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明治以前、黒部奥山は人跡未踏の地であった

黒部川

黒部ダム

宇奈月ダム



黒部ダム上流域では堆砂が進行しつつある

京都大学防災研究所
角教授
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堆砂率：12.7 %
H25.10 現在



平面図

縦断図

ダム堆砂対策を兼ねた事前放流システムの構築（私案）

ダム貯水池
中下流部

ダム貯水池
上流部

ダム

ダム
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貯水容量の大きな利水ダムの堆砂問題
は、利水、治水共通の課題である

治水対策（水位低下設備）と堆砂対策
（排砂バイパス）を一体化できないか

（兼用工作物）

（治水設備）



ご清聴ありがとうございました
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